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　鶴声会会員の皆様におかれまして
は、ますますご健勝のことと拝察しま
す。日頃より同窓会鶴声会の活動に際

しまして、ご理解・ご協力を賜り感謝申し上げます。
　さて、会長に就任し1年半が経ちましたが、新型コロナ感染症による
影響で、本来の会長職の活動ができておりません。いまだ各支部への
ご挨拶もできておりませんし、大学の卒業式に出向き、卒業される皆
様へ、鶴声会としてお祝いの言葉を伝えたり、同窓会の活動に積極的
に関わっていただくようお願いをしたりすることもできず、申し訳なく
感じております。これから同窓会の役目をどう果たしていくかを考えて
いこうと思っているところでございます。いまだ終息のめどがつかな
いコロナ禍という状況ではございますが、世の中は少しずつさまざま
な活動が再開されている現状もあります。いろいろな制限がある中で
の取り組みや活動は、今までとは異なり、視点や考え方を変え、活動を
展開しているものもたくさんあるように思います。「WITHコロナ」の視
点に立ち、鶴声会の活動も新たな展開をしていってもよいのではない
かと感じております。

　今年度においては鶴声会総会の年であり、幹事会では11月5日（土）
に「くらしき作陽大学の原点」でもあり、また、くらしき作陽大学の礎と
なった地でもある、津山市において開催を計画することにいたしまし
た。音楽学部卒業生の方のみならず、食文化学部・子ども教育学部を
卒業された皆様にも、ぜひ本学の原点である津山市にあるキャンパ
スや建学の精神の源となった地で、いろいろな思いを感じていただき
たいと思っております。ぜひ同窓生の方々で声をかけあっていただ
き、たくさんの方にご参加をお願いできたらと思います。よろしくお願
いいたします。（余談ではございますが、今回が津山キャンパスを見ら
れる最後のチャンスとなるようです。）
　また、同窓会の活動として、コロナ禍や世界情勢の変化による物価
高騰等において、学生の生活もいろいろと変化をし、苦労をしている
学生もいるのではないかと思います。同窓会として在学中の学生に対
し、何らかの援助ができないかと思っており、現在（6月）幹事会の中で
プロジェクトチームを作り、具体的な援助をどうするかを検討している
ところでございます。
　いまだ新型コロナウイルスの終息が見えない中ではございますが、
各支部での取り組みや活動に際しましては、感染症対策をしっかりと行
い、各支部がそれぞれの強みを生かした個性ある活動を展開していっ
ていただきたいと思います。また、このような状況の中「こんな活動が
できた」「こんな活動を考えている」等、情報交換を行いながら鶴声会
の横の繋がりを大切にした活動が展開されることを願っています。
　最後に、会員の皆様の今後ますますのご活躍とご健勝を祈念すると
ともに、鶴声会への変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますことをお願いし、
ご挨拶とさせていただきます。
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　同窓会会員の皆さん、お元気ですか。

大学・短大ともに皆さんの後輩達は元

気で頑張っています。音楽学部は、今春入学生が定員を充足するとい

う明るいニュースをお伝えします。これも同窓生の応援があったから

と喜んでいます。食文化学部は、今年3月に行われた管理栄養士国家

試験の合格率は100パーセントでした。100パーセント合格の大学は、

全国で19校ありましたが、そのうち50名以上の合格者は本学を含め3

校のみでした。子ども教育学部は、小学校、特別支援学校、幼稚園、保

育園の公立学校採用試験に合格したものは35名です。このように後

輩たちも先輩の良き伝統を守り頑張っています。

　世界は今、大きく変わらねばならない時代になっていると思われま

す。ロシアのウクライナ侵攻で多くのウクライナ国民の生命が奪われ、

兵士が亡くなりました。これに長い年月をかけ汗水を流して築いてき

たであろう住宅、学校、劇場など砲弾を浴び、一瞬で廃墟と化してしま

いました。

　釈尊は人間が生まれることは難中の難といわれ、現代の最先端を

いく生命科学者は人間が生まれることを1億円の宝くじが何回も連続

して当たるに等しいほど有り難いことといっています。それほどかけが

えのない生命がいとも簡単に消されていく。これほど愚かな行為があ

るでしょうか。

　現代文明は損か得かを重視し、偽か真かがわからない、智慧のな

い愚かな文明といえると思います。人の生命よりもお金優先の文明で

あり、それを支えているのが科学技術であり、経済優先の考えです。こ

のままでは、地球文明は持続可能ではなく滅亡へ進んでいくことを地

球人類は目覚めねばなりません。釈尊はじめ聖賢が言われているよう

に、皆さんが学生時代に宗教の時間に学ばれたように、人間は地球・

自然（宇宙）の一員であり、生きとし生けるものは、人間だけでなく、あ

らゆる動物も、植物もつながっており、互いに助けあって生きている。

私たちは宇宙に、天地自然に、生かされている存在であるという真実

に目を開く智慧をもたねばなりません。そのような世界を、人間社会

（文明）を築いていくことを考えねばなりません。それができるのは作

陽の卒業生の皆さんです。

　そのような意味でも、生命の尊さを実感し、生かされていることに

感謝した生活を広めてほしいと思います。

期　　日：令和4年11月5日（土曜日）
会　　場：津山鶴山ホテル
　　　　  〒708-0832　
　　　　  岡山県津山市東新町114-4
　　　　  TEL 0868-25-2121

時　　間：10時30分～　津山（旧大学）キャンパスツアー（希望者）

　　　　 12時00分～　受付

　　　　 12時30分～　総会

　　　　 13時30分～　懇親会

会　　費：2,000円（懇親会参加者）

申込方法：右記の二次元コードもしくは返信用はがきよりお申し込
みください。
二次元コードはお手持ちの携帯電話もしくはスマート
フォンでお申し込み可能です。

申込締切：令和4年10月14日（金）

［JR利用の場合］
岡山駅から津山駅まで快速で約1時間10分
●津山駅から/タクシー10分
●東津山駅から/タクシー5分

［自動車利用の場合］
中国自動車道　津山インターから10分

　平素から、同窓会鶴声会活動の支援にご協力いただきありがとうございます。
　長引くコロナ禍に、行動が制限され、会いたい人に会うこともできず、行きたい場所に行くこともできない、現代社会には考えら
れない状況が起きて、もう3年以上がたちました。前回（令和2年度）は、残念ながら会員の皆様の安全を第一に考えた結果、総会は
中止といたしました。今年（令和4年度）の開催について、幹事会で協議を重ねた結果、4年ぶりの鶴声会総会を開催する方向で調
整しています。
　今回の目玉として、希望される方を対象に、津山校の見学ツアーを計画しています。併設高校の作陽高校が令和5年4月1日に倉
敷市玉島に移転しますので、津山校の敷地に入れる最後のチャンスかもしれません。また、各学部の退職された先生に懇親会へ
ご参加いただくことも計画しています。
　会として、万全なコロナ対策を実施いたしますので、先輩、同級生、後輩とお誘い合わせのうえ、学生時代にタイムスリップして
みませんか？
　一人でも多くのご参加を心よりお待ちしております。

【新型コロナウイルス感染症対策について】
1．開催について
　政府および自治体からの特別な指示がない限りは、予定

通り開催いたします。

　ただし、指示がなくとも以下のような状況になった場合は

中止いたします。

●開催会場（津山鶴山ホテル）が、自主的に閉館をした場合

●公共交通機関の利用を著しく制限された場合

●その他の状況で通常の開催ができないと判断した場合

2．総会当日にご配慮いただきたいこととお願い
　会場にはアルコール消毒液が常設されていますが、以下

のように皆様の自主的な予防対策をお願いいたします。

●マスクの着用

●手洗いの励行（ご来場前後など）

●体調不良状態でのご参加の自粛

　中止となったときは、鶴声会ホームページにてお知らせいたします。

　振替や延期はいたしませんので、会則に従い常任幹事会の決定をもって総会の決定に代えさせていただきます。予めご了承く

ださい。その際は、書面にて会員の皆様にご報告させていただきます。

うそ まこと

まなこ


